
財
団
法
人
桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
三

法
に
基
づ
く
審
査
を
経
た
後
、
公
益
財

団
法
人
の
認
定
を
受
け
、
平
成
二
十
五

年
四
月
一
日
よ
り
公
益
財
団
法
人
桐
生

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
度
の
制
度
改
革
に
伴
う
移
行
手

続
き
で
は
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
多
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
今
後
も
一
層
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

第第第第
八八八八
十十十十
四四四四
回回回回
理理理理
事事事事
会会会会

開開開開
催催催催

三
月
二
十
八
日
（
木
）
に
「
第
八
十

四
回
理
事
会
」
を
開
催
し
、
全
三
議
案

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
・
第
二
号
議
案
で
は
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
が
協
議
さ
れ
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
で
は
、
旅
費
規
程
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、
公
益
財

団
法
人
へ
の
移
行
登
記
並
び
に
移
行
後

の
法
人
運
営
に
つ
い
て
、
ま
た
、
食
堂

喫
茶
の
委
託
先
「
一
茶
庵
」
の
三
月
三

十
一
日
で
の
営
業
終
了
に
つ
い
て
を
事

務
局
よ
り
報
告
致
し
ま
し
た
。

な
お
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
今
年
度
の

事
業
計
画
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
、
公
益
事
業

◎
（
桐
生
市
産
業

活
性
化
推
進
事
業
）
桐
生
市
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
運
営
受
託
事
業

（
桐
生
市
委
託
事
業
）

◎
桐
生
テ
キ

ス
タ
イ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開

催
事
業

◎
人
材
育
成
等
支
援
事
業

（
○
桐
生
繊
維
大
学

○
品
質
管
理
研

修

○
管
理
者
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
）

◎
情
報
収
集
提
供
事
業
（
○
ト
レ
ン

ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
セ
ン
タ
ー
情
報
の

提
供(
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等)

及
び
織
物
産
業
資
料

保
存
と
情
報
提
供

○
世
界
の
民
族
衣

裳
展
）
○
「
じ
ば
さ
ん
教
室
」
開
催
事

業

◎
産
学
官
連
携
推
進
事
業

◎
地

域
産
品
展
示
販
売
事
業

二
、
収
益
事
業

◎
食
堂
喫
茶
委
託
事

業

◎
施
設
利
用
促
進
事
業

◎
桐
生

市
繊
維
振
興
協
会
事
務
業
務
受
託
事
業

「「「「
次次次次
世世世世
代代代代
にににに
向向向向
けけけけ
たたたた
中中中中
小小小小
企企企企
業業業業
技技技技
術術術術
フフフフ
ェェェェ

アアアア
」」」」
開開開開
催催催催

二
月
二
十
日
（
水
）
に
当
セ
ン
タ
ー

一
階
「
第
一
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
「
次

世
代
に
向
け
た
中
小
企
業
技
術
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
企
業
数
は
一
六
社
で
、
自
社
の

技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
等
、
積
極
的
な
商
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
併
催
事
業
と
し
て
講
演
会

「
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
も
た
ら
す
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
」
と
「
全
日
本
製
造
業
コ
マ

大
戦
（
両
毛
場
所
）
」
を
開
催
し
（
写

真
左
上
）
、
当
日
は
地
元
大
企
業
の
従

業
員
や
県
内
企
業
の
従
業
員
な
ど
計
二

百
八
十
二
人
の
関
係
者
が
来
場
し
ま
し

た
。

桐桐桐桐
生生生生
テテテテ
キキキキ
スススス
タタタタ
イイイイ
ルルルル
ププププ
ロロロロ
モモモモ
ーーーー
シシシシ
ョョョョ
ンンンン

シシシシ
ョョョョ
ーーーー
（（（（
ＴＴＴＴ
ＰＰＰＰ
ＳＳＳＳ
））））
のののの
開開開開
催催催催

三
月
十
三
日
（
水
）
、
十
四
日
（
木
）

の
両
日
、
東
京
北
青
山
の
テ
ピ
ア
ホ
ー

ル
に
て
「
二
〇
一
三
桐
生
テ
キ
ス
タ
イ

ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｓ
は
、
商
社
や
問
屋
、
ア
パ
レ

ル
関
係
者
ら
に
「
繊
維
産
地
・
桐
生
」

の
実
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
展
示
会
で
、

今
回
で
二
十
五
回
目
を
数
え
ま
す
。
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
エ
フ
・
プ
ラ
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
の
福
田
敏
雄
氏
。
コ

ン
セ
プ
ト
テ
ー
マ
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ｉ
ｓ

Ｂ
ｉ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ
（
ラ
イ
フ
・

イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
）
」
に
基
づ

き
、
参
加
企
業
三
十
六
社
が
開
発
し
た

服
地
や
着
物
、
帯
、
刺
繍
製
品
、
祭
り

半
纏
な
ど
を
展
示
し
、
個
々
で
の
商
談

を
行
い
ま
し
た
。
各
社
の
代
表
的
製
品

を
展
示
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
ゾ
ー
ン
で
は
、

生
地
そ
の
も
の
が
次
代
を
表
現
す
る
こ

と
を
狙
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
什
器
を
使
用

し
「
桐
生
」
を
表
現
し
ま
し
た
。
な
お
、

洋
装
部
門
は
従
来
ど
お
り
の
個
別
ブ
ー

ス
展
示
、
和
装
部
門
も
各
社
ご
と
の
展

示
に
加
え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

商
品
の
空
間
を
設
け
ま
し
た
。
来
場
者

数
は
、
二
日
間
で
合
計
九
百
六
十
人
を

数
え
、
各
社
が
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
る

べ
く
、
来
場
者
に
対
し
て
積
極
的
に
商

談
・
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

桐桐桐桐
生生生生
繊繊繊繊
維維維維
大大大大
学学学学
閉閉閉閉
校校校校
式式式式

昨
年
九
月
に
開
校
し
た
「
桐
生
繊
維

大
学
」
は
、
二
月
十
三
日(

木)

の
企
業

視
察
実
施
を
も
っ
て
約
半
年
間
に
渡
る

全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
基
本
コ
ー
ス
十
九

回
、
選
択
／
織
物
コ
ー
ス
三
回
）
を
終

え
、
二
月
二
十
二
日
（
金
）
に
閉
校
式

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
で
十
八
回
目
（
プ
レ
ス
ク
ー

ル
含
む
）
と
な
る
同
大
学
の
修
了
者
十

三
名
（
詳
細
以
下
）
に
対
し
て
、
亀
山

豊
文
理
事
長
（
桐
生
市
長
）
よ
り
修
了

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
（
う
ち
六
名

は
皆
勤
賞
）
ま
た
式
典
終
了
後
、
来
賓

と
受
講
生
に
よ
る
交
流
会
を
開
催
し
親

交
を
深
め
ま
し
た
。

（
修
了
者
は
以
下
の
と
お
り
・
順
不
同
・

敬
称
略
）
泉
泰
弘
（
泉
織
物
有
限
会
社
）
，

川
村
徳
佐
（
川
村
株
式
会
社
）
，
白
木

滋
（
有
限
会
社
周
東
紋
切
所
）
川
岸
克

之
，
小
竹
孝
治
（
フ
ジ
レ
ー
ス
株
式
会

社
）
藤
生
哲
也
（
株
式
会
社
ミ
タ
シ
ョ
ー
）

（
以
上
、
皆
勤
者
）
荒
井
久
禎
，
新
井

元
紀
（
朝
倉
染
布
株
式
会
社
）
，
月
木

涼
子
（
桐
生
整
染
商
事
株
式
会
社
）
，

塚
原
耕
太
郎
（
塚
原
株
式
会
社
）
，
坂

口
祥
平
，
佐
々
木
明
（
東
レ
・
テ
キ
ス

タ
イ
ル
（
株
）
桐
生
生
産
部
）
，
阿
左

美
有
香
（
野
口
染
色
株
式
会
社
）
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主
な
行
事

二
月

一
（
金
）
新
法
人
移
行
に
関
わ
る
会
計
士

へ
の
相
談
（
粉
川
補
佐
）

五
（
火
）
東
武
鉄
道
と
の
打
合
せ

（
野
村
補
佐
）

桐
生
繊
維
大
学
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
②
」
講
師
：
坂
口
昌
章
氏

子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り
委
員
会

事
前
準
備
会

六
（
水
）
防
火
管
理
者
資
格
講
習
受
講

（
菅
野
係
長
）
（
～
七
（
木
）
）

七
（
木
）
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
「
公
益
社
団
・

財
団
法
人
決
算
実
務
」
セ
ミ
ナ
ー

受
講
（
須
藤
主
査
）

一
二
（
火
）
桐
生
繊
維
大
学
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
③
」
講
師
：
坂
口
昌
章
氏

Ｔ
Ｐ
Ｓ
個
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
～
一
四
（
木
）
）

一
三
（
水
）
桐
生
法
人
会
賀
詞
交
歓
会
出
席

（
上
原
専
務
）

一
五
（
金
）
Ｔ
Ｐ
Ｓ
実
行
委
員
会

一
九
（
火
）
西
側
非
常
階
段
横
部
植
栽
剪
定

二
〇
（
水
）
次
世
代
に
向
け
た
中
小
企
業

技
術
フ
ェ
ア

二
一
（
木
）
桐
生
織
物
求
評
会
視
察

（
上
原
専
務
、
野
村
補
佐
）

二
二
（
金
）
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
入
替
業
務

見
積
り
合
せ

桐
生
繊
維
大
学
閉
校
式
お
よ
び

交
流
会

二
六
（
火
）
昭
和
小
学
校
三
年
生
児
童
来
所

（
群
馬
テ
レ
ビ
取
材
）

桐
生
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
懇
談
会
出
席
（
荒
島
主
任
）

三
月一

（
金
）
日
本
絹
の
里
企
画
展
用
民
族
衣

装
写
真
撮
影

Ｔ
Ｐ
Ｓ
和
装
ア
ソ
ー
ト

四
（
月
）
外
壁
打
音
検
査
（
～
五
（
火
）
）

五
（
火
）
子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り
委
員
会

第
一
回
委
員
会

六
（
水
）
消
防
訓
練
（
部
分
）

一
三
（
水
）
桐
生
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
催(

～
一
四

（
木
）)

一
四
（
木
）
販
売
場
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕

一
八
（
月
）
害
虫
駆
除
作
業
＆
受
水
槽
清
掃

一
九
（
火
）
公
益
認
定
答
申
書
の
交
付

二
一
（
木
）
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す

る
検
査
（
県
工
業
振
興
課
）

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
入
居
審
査
会

二
二
（
金
）
収
蔵
庫
ハ
ロ
ン
消
火
設
備
工
事

二
六
（
火
）
セ
ン
タ
ー
清
掃
業
務
見
積
合
せ

二
七
（
水
）
決
算
申
告
説
明
会
出
席

(

須
藤
主
査
）

二
八
（
木
）
第
八
四
回
理
事
会

二
九
（
金
）
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
協
賛
会

第
一
回
企
画
財
務
委
員
会
出
席

（
粉
川
補
佐
）

公公公公
益益益益
法法法法
人人人人
へへへへ
のののの
移移移移
行行行行
登登登登
記記記記
完完完完
了了了了


